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PICK UP みかわ  

大きく実ったかな？  

10月30日 

交流ふれあい農園ニハチファームさんの取り組みを、収穫体験の様子と共にご紹介します。  

実りの秋を迎えたニハチファームに、子供たちの元気な声が響きました。 

ニハチファームは、昭和 28年生まれの

同級生 4 人で立ち上げた交流ふれあい

農園です。令和 2 年より活動を始め、

今年度は 4 家族 11 名の参加者さんと

一緒に農作物を作りました。この日は 5

月に植え付けた落花生とサツマイモの

収穫で、作業を始めるとすぐに「見て！

大きいよ。」「いっぱい出てきた！」と子

供たちの元気な声が聞こえてきました。

土に触れ、みんなで協力して農作物を育

てる体験は、親子の絆を深め、子供の心

の成長にもつながることでしょう。最後

に落花生の塩茹でと焼き芋をほおばり、

おいしく締めくく 

りました。来年 

も楽しみですね。 

 

皆さんお疲れさまでした！ 
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    「紅葉の錦川清流線」 

南桑駅 【11 月 7 日撮影】 

東谷さぬきパークでそばの実

の刈り取りがおこなわれまし

た。鎌を手に中腰で黙々と手

で刈り取る作業はなかなかの

重労働ですが、台風にも負け 

ばになってくれるはず。はぜ干

し 

ぜ 
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害獣から地域を守れ！河山猟友会  

11月4日 

河山猟友会の皆さんと設置した囲い罠 

ず実ったそばです。きっとおいしいおそ 

ししてよく乾燥させたら、次は脱穀です。 

角度はどうかな？ 

これなら良かろう 

たようです。「この辺はイノシシの被

害が多くて困っている。」と会長の山

根さん。箱罠を設置しても「なかなか

入らん。」そうで、警戒心の強いイノ

シシが入りやすいようにと工夫して

約 8 ㎡の罠を設計しました。地域で

安心して暮らせるよう、 

活動を続けるそうです。 

 

「よし、こっちはええぞ。」「足元に気

ぃつけよ。」河山猟友会の皆さんが、

完成したばかりの大型の囲い罠の作

動確認をおこないました。緊張感漂

う中、罠の内部に仕掛けられた糸を

引くと、扉が落下してガシャン！と

大きな音が山間に響きました。「よっ

しゃ！」成功して皆さんホッとされ


